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今年も半年が終了 
 夏休みが明けて早 1 ヶ月、9 月も最終週を迎えました。本年度の折り返し地点

になりました。残り半年、充実したものにしたいと思います。 

 明日、明後日は前半の学習の集大成、清流祭が行われます。保護者の皆様にも

学校へ足をお運び頂き、生徒の学習の成果をご覧頂きたいと思います。音楽コン

クールでは学校、地域、保護者が一つになっての「信濃の国」大合唱を予定して

います。こちらもご参加宜しくお願い致します。 
 

9 月校長講話 

 成績がいい人とそうでない人、スポーツが得意な人とそうでない人、話がしっかり聞ける人とそう

でない人、落ち着いている人とあわてんぼうな人、いろいろな人がいます。能力の高い人と高くない

人、どちらの人間の価値が高いと思いますか。 

 ＜詩の紹介：ねたきりのおばあちゃん はたなかけいいち＞ 

 この詩のおばあちゃんは寝たきりです。でも、一生懸命生きようとする姿、笑顔で

いるということでおばあちゃんは大事な仕事をしている、とこの人は捉えています。

世の中にはいろんな人がいますが、どの人も同じように生きて生活しています。学校、

学年もみんな同じ。だれでも同じ価値を持つ人間です。どの人間も同じように尊いの

です。人は尊いということを頭に置きながら生活しましょう。 
  

本校のいじめ対応 
 大津市のいじめによる中学生の自殺事件がきっかけとなり、学校でのいじめの問題が取りざたされて

います。人の命を奪ってしまうこともあるいじめは、決して許されるものではありません。 

 本校ではいじめが起きないように普段から心の教育を行っていますが、もしいじめが起きてしまった

場合にはできるだけ早く発見することを考え、発見した場合には以下のような対応をとることになって

います。校長、教頭、担任、いじめ･不登校対策係を中心に対応していきます。 

 

 

 

  

 

 

 

 学校では、先生方だれにでも相談していいということを生徒には伝えています。悩みなどの相談を聞

く部屋も専用に設けています。保護者の皆様も、何かありましたら担任はじめどの職員でも結構ですの

でご相談下さい。 

 本校ではいじめ対策として以上のような取り組みをしていますのでご理解下さい。 

 

 

い
じ
め
発
見 

･状況把握 

･事実確認 

･対応検討 

 

･被害生徒の保護、心

のケアなどの対応 

･加害生徒への指導 

生徒への継続的支援・指導をし、教

職員全員でその後の状況を見ていく 

場合によっては外部関係機関

との連携を図っていく 

双方の保護者

へ連絡・対応 

登下校の指導をしています 
  先週の金曜日に、地域の方から犀陵中生の下校状況が良くないという電話が学校にありました。

それを受け、本校では臨時の全校集会を開き、以下のようなことを指導しました。 

 ・事故を起こさないという意思を持って登下校する。  ・車が来たらよける。 

 ・人に迷惑を掛けない、迷惑になってしまったら頭を下げるなどする。 

 また、今週は職員が道路に出て下校指導を行っています。 

 今は秋の交通安全運動期間中ですので、できましたらこの機会にご家庭におかれ 

ましても、登下校のご指導をお願い致します。 


